
住ゴミツニさん洒ゴ歳
おめでとうございます

一■野の花と風薫る郷から…〃 :″|

明
治
三
十
年
二
月
二
十
日
生
ま
れ
の
住

吉
ミ
ツ
ヱ
さ
ん
が
、
こ
の
度
め
で
た
く
百

歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
長
寿

社
会

に
な

っ
た
と
は

い
え
、
百
歳
を
迎
え

ら
れ
た
と

い
う
こ
と
は
、
本
当

に
喜
ば
し

い
こ
と
で
す
。

二
月
二
十

一
日
、
住
吉
さ
ん

の
入
所
先

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「梅
香
苑
」
に
町

長
が
訪
問
し
寿
詞
（お
祝
い
の
言
葉
）を
贈
呈

し
ま
し
た
。

住
吉
さ
ん
は
足
腰
は
弱

っ
て
は
お
ら
れ

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
元
気

で
、し

っ
か
り

と
寿
詞
を
読
ま
れ
大
変
感
激
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

（本
誌
平
成
八
年
十
月
号
に
関
連
記
事
あ
り
）
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ミツヱさんの長寿にあやかれと 町長、苑長ら

難

●

刊
車
暮
書
乗
苺＼

，
年
も

出
■

【
年
■
一
裁

懸
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学
式
も
終
わ
リ
ピ
カ
ピ

年
生
は
、
お
兄
さ
ん

と

一
緒
に
元
気
に

っ
て
い
ま
す
。

の
皆
さ
ん

優
し

願
い
し
ま
す
。
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春
陽
の
中
、
南
阿
蘇
鉄
道
で
四
月

一
日

午
前
九
時
、
卜
ロ
ゥ

コ
列
・

行
わ
れ
ま
し
た
。

「
一
日
駅
長
」

上
し
よ
う
た

の
合
図
で
ト
ロ
ッ

列
車
は
高
森
幼
稚
園
児
と
県
内
外
か
ら

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
を
乗
せ
、
静
か
に

動
き
出
し
ま
し
た
。多
く
の

乗
せ

て
く

慇
●
こ
と
で
し

輔
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水と緑と土のにおい、いつぱいの住みよい町にします。

伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。

老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。

勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。

スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。
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トロッコ列車の運行

高森発 午前 9時40分
午後 1時 36分

立野発 午前 11時 43分
午後 3時 50分

10月 まで 1日 2往復します。
(春・夏休み期間中は毎

通常は土・日曜
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二
十

一
世
紀
の
高
森
農
業
を
担
う

「「「却̈一｝｝一一コ一”一̈一一一一不一一

公
民
館

図
書
室
い【』
』ユ^

Ｊ
′

　
Ｃ

新
年
度
に
な
り
ま
し
た
。
心
も

新
た
に
読
書
の
計
画
を
立
て
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

高
森
町
中
央
公
民
館
図
書
室
の

昨
年
度
の
利
用
状
況
は
、
貸
出
冊

数
三
百
六
十
八
冊
、
利
用
者
数

は
、
百
五
十
七
名
で
し
た
。

今
年
度
も
更
に
ご
利
用
く
だ
さ

ま
た
、
県
と
町
の
移
動
図
書
も

定
期
的
に
巡
回
し
て
い
ま
す
。
本

年
度
も

「広
報
た
か
も
り
」
な
ど

に
よ
っ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

誤感
｛工
銀涵
・《富

事
務
局
の
農
林
振
興
課
長
よ
り

認
定
農
業
者
の
会
の
設
立
趣
旨
説

明
が
行
わ
れ
、
仮
議
長
の
相
馬
俊

行
議
員
の
議
事
進
行
の
下
、
会
則

の
承
認
、
役
員
の
選
出
が
あ
り
、

初
代
会
長
に
矢
津
田
の
甲
斐
廣
國

さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
事
業
計
画
、
予
算
の
承
認
を

得
て
、
甲
斐
さ
だ
子
女
性
部
長
の

読
み
上
げ
る
中
に
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
甲
斐
廣
國
会
長
よ
り
、

苦
し
い
状
況
を
打
破
し
、
二
十

一

世
紀
を
目
指
し
た
足
腰
の
強
い
豊

か
な
農
業
を
目
指
そ
う
―
　
と
い

う
力
強
い
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

新
着
図
書
紹
介

ふ
た
り

っ
子
　
　
葉
山
　
陽
子
著

山
霧
　
　
　
　
　
永
井
　
路
子
著

弟
　
　
　
　
　
　
石
原
慎
太
郎
著

ふ
た
り
　
　
　
　
唐
沢
　
寿
明
著

や
っ
ぱ
り
梅
酒
梅
干
し
中
川
　
紀
子
著

忍
た
ま
乱
太
郎

尼
子
騒
兵
衛
著

ヽ
ヽ
■

認
定
農
業
者

の
会
役
員
名
簿

矢 津 田
動
田)華

國

孝

廣

正

繁

斐

井

森

甲

)頼

年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受
付

を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
五
月
二
十
三
日
（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

一
階
の
林
業
相
談
室

入
札
結
果

（吾
万
円
以
上
）

■
工
事
名
　
湧
水
公
園
及
び
ト
ン

ネ
ル
内
電
気
設
備
工
事

□
工
期

二
月
十
八
日
か
ら
四
月
二

十
日
ま
で

□
金
額
　
七
百
七
十
二
万
五
千
円

□
請
負
者
　
嶋
田
電
工
社

●

休
日
在
宅
医

編
集
後
記

四
月
の
異
動
で
広
報
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
田
上
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
い
た
し

ま
す
。
今
ま
で
は
、
読
者
の
立
場

で
し
た
の
で
作
る
立
場
に
な
り
大

変
戸
惑

っ
て
い
ま
す
。
ま
し
て
前

任
者
は
東
京
で
の
３
ヶ
月
間
の
研

修
中
、
頭
は
、
パ
ニ
ッ
ク
状
態
で

す
。
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
広
報
誌
作

成
で
す
の
で
、
機
械
の
操
作
が

一

番
の
く
せ
者
で
す
。
慣
れ
れ
ば
い

い
の
で
し
ょ
う
が
…

今
月
号
は
、
何
と
か
発
行
す
る

事
が
で
き
ほ

っ
と
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
企
画
は
ゆ
っ
く
り
落
ち
着

い
て
考
え
ま
す
の
で
新
鮮
さ
が
な

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　

田
　
浩

四
月
二
日
、
南
阿
蘇
畜
産
農
業
協
同
組
合
に
お
い
て
明
日
の
高
森
農
業
を
担
う
認
定
農
業
者
の
会
の

設
立
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
阿
蘇
郡
で
は
三
番
目
、
県
内
で
十
二
番
目
。

「農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
』
の
下
、
認
定
農
業
者
制
度
が
発
足
し
三
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、

高
森
町
に
お
い
て
も
徐
々
に
認
定
農
業
者
が
誕
生
し
、
現
在
で
は
、
五
十
七
個
人
、　
一
法
人
の
認
定
農

業
者
と
な
り
、
組
織
化
が
待
た
れ
て
い
ま
し
た
。

設
立
大
会
で
は
、
設
立
総
会
後
、
着
手
認
定
農
業
者
に
よ
る
意
見
発
表
や
、
町
長
、
各
農
業
関
係
組
合

長
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員
の
連
携
を
深
め
よ
う
と
親
睦
会
が
開
か

れ
、
参
加
者
は
遅
く
ま
で
肉
を
つ
い
ば
み
な
が
ら
、
熱
心
な
討
論
が
さ
れ
ま
し
た
。

多くの参加者が認定農業者の会設立大会

地区代表・部会長
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初代会長の甲斐廣国さん
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経
営
改
善
を
進
め
、
ゆ
と
り
と
魅
力
あ
る
農
業
経
営
を
確
立
し
よ
う
！

〈
〓
ご
ガ
☆
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
明
日
の
高
森
農
業
を
考
え
よ
う
―

ロ一

＋
〈
ロロＨ
☆
夢
を
描
こ
う
！
家
族
で
、
仲
間
で
、
集
落
で
。

『ス

☆
認
定
農
業
者
の
仲
間
で
築
く
、
明
日
の
高
森
農
業
―

診
療
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

５
月
Ｈ
目
　
立
野
病
院

Ｔｅ‐
③

０
１
１
１

５
月
‐８
日
　
寺
崎
医
院

Ｔｅ‐
②

０
３
７
８

５
月
２５
日
　
南
郷
谷
整
形
外
科

Ｔｅ‐
②

３
３
５
１

６
月
１
日
　
渡
辺
内
科

Ｔｅ‐
⑦

ｌ
７
７
７

６
月
８
日
　
後
藤
医
院

Ｔｅ‐
⑦

Ｏ
０
１
９

６
月
‐５
日
　
立
野
病
院

Ｔｅ‐
③

０
１
１
１

６
月
２２
日
　
み
な
み
阿
蘇
ク
リ

ニ
ッ
ク
　
Ｔｅ‐
⑦
　
２
０
３
０

*都合により変更になる場合があります。 広報たかもり
テレホンサービスでお確かめください。 ②-2222 螺

０

の

「
劉

ぁ〃
」輌

大会スローガンを読み上げる
甲斐さだ子女性部長

今度の温泉館休館日 5月 21日 (水 ) 毎月第 3水曜日は休館日です。その日が祝祭日の場合は
開館して、次の日が休館日となります。

(15)

めて

1997.3月 受付分  敬称略

赤ちゃん
たんじょう

赤木 美穂ちゃん
(大切畑

)ぅ
g/26生

田上 雄基ちゃん
(上在)ぁゃ3/2生
岩下 亜耶ちゃん
(旭通)ぁP/4生
自石  彩ちゃん
(味鳥)ゅぅヵβ/7生
福田 侑香ちゃん
(昭和)りさ3/7生
小林 理紗ちゃん
(昭和) 3/10生

あいか

本田 愛香ちゃん
(旭通) 3/21生

すえながく
お幸せに

おくやみ
もうしあ|ザます

人口の動き

善意の灯
ありがとうございました

(敬称略)

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>宇藤賃雄 瀬井洋幸 工藤助
岩下幹男 木崎セツ子
<一般寄付 >高森保育園保護者会 高森町
役場職員一同

■広報送料寄付

片山好美 (北九州市若松区)

者
要
子
子
勘
ヨ
ヱ子
臣
り
光
夫

亡
　
″
妙
　
ッ
ヨ
》
獣
キ
酬
明

死
麒
藍
林
粁
林
粁
醇
新
鮮
壁
相

納
夫
母
母
夫
姉
肋
妻
夫
妻
夫
夫

族

工
助

エ
ヤ
子
雄
幸
子
博
子
デ

ヅ
　
シ
ツ

ヨ
賞
洋

ツ
　
孝

ヒ

遺
チ
　
ヨ
　

キ
　
　
セ

井
藤
本
下
　
藤
井
崎
吉
斐
田

御
瀬
工
松
岩
林
宇
瀬
木
住
甲
本

所
留
本
町
狩
町
丁
留
神
日
本
村

津
楢
　
　
　
　
津
　
　
楢

住
上
大
下
戸
横
西
上
天
中
大
中

世帯数

男
女

総 数

2,577
3,855
4,171
8,026

(-11)
(-24)
(-20)
(-44)

(3月 末日現在 )

晰
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ヽ

１

４

３

２

８

８

０

５

８

３

８

７

８

８

８

７

９

５

６

８

５

８

1/10

3/7

3/16

3/24

政
美

郎

み

次

美

一
り

明
代

司

理

郎

鶴

ゆ

　

　

　

か

　

　

　

　

　

一

哲

里

吉

ま

信

由

信

ゆ

洋
幸

憲

恵

信
千

父

母

父

母

父
母

父
母

父
母

父
母

父

母

河原・黒岩

菊池郡・大津町

高森・昭和

熊 本 市
高森・昭和

熊 本 市

高森・津留

熊 本 市

鶴林 誠也
(荒木)温子

/緒方 嘉樹
、(上田)美波子

岩下 降文
(鶴田)早苗

津留  寿
(永田)絹代

′
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ヽ
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′
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ヽ

女

男

女

女

女

女

女

町
の
移
動
図
書

五
月
十
九
日

（月
）

車
部
出
張
所
　
１０
時
～
１０
時
半

‐‐
Ｊ
Ａ
草
北
　
　
１１
時
～
Ｈ
時
半

野
尻
出
張
所
　
１３
時
～
１３
時
半

Ｊ
Ａ
河
原
　
　
１４
時
～
１４
時
半

五
月
二
十
日

（大
）

Ｊ
Ａ
色
見
　
　
１０
時
～
１０
時
半

Ａ
上
色
見
　
１０
時
半
～
Ｈ
時

須 下

4時
半 時

時
半

会   長
c,11 ´

`:`ゝ

 ヽE::=
日ヨリ コ笙ミ| ■ヽこ

″ 森F可

監   事 岡 本  不日 雄 芹   口
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本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

●
と
　
き
　
五
月
十
七
日

（土
）

午
後

一
時
か
ら
三
時

●
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

行

　

　

政

五
月
十
八
日
か
ら
五
月
二
十
四

日
ま
で

「春
季
行
政
相
談
週
間
」

で
す
。
そ
こ
で
次
の
と
お
り
行
政

相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

行
政
に
対
す
る
苦
情
や
相
談
に

公
正
な
第
二
者
の
立
場
か
ら
広
く

皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
ま
す
。

●
と
　
き
　
五
月
十
五
日

（本
）

午
後

一
時
か
ら
四
時

●
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

●
相
談
員
　
本
田
幸
則
さ
ん

幸
野
道
治
氏

（大
字
草
部
）
（数

々

の
賞
を
受
賞
し
、
今
後
、
若
手
農

業
者
の
り
―
ド
役
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
）

高
校
時
代
ふ
と
し
た
き

っ
か
け

で
、
農
業

の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ

り
、
花
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
農

業
経
営
を
展
開
中
で
す
。
夢
を
求

め
、
眠

っ
て
い
る
宝
を
見
つ
け
だ

し
、
先
祖
代

々
か
ら
の
農
業
の
バ

ト
ン
タ
ツ
チ
が
で
き
た
こ
と
に
今

が
あ
り
ま
す
。

安
片
英
人
氏

（大
字
色
見
）
（新
規

法

律

熊
本
県
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
熊
本
県
母
子
家
庭
寡
婦
福
祉
連
合

会
と
の
委
託
に
よ
り
、
母
子
家
庭
の

母
等
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
日
曜

日
に
電
話
相
談
窓
口
が
開
設
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
相
談
日
時
　
日
曜
日
　
午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で

（祭
日
、
年
末

年
始
は
休
み
）

●
相
談
内
容
　
母
子
家
庭
、
父
子
家

庭
及
び
寡
婦
の
生
活
相
談
等

●
相

談

員
　
専
門
女
性
相
談
員

●
実
施
機
関
　
熊
本
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会

０

９

６

・
３

５

１

・
８

７

７

７

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

高
齢
社
会
を
豊
か
で
活
力
あ
る
社

会
と
す
る
た
め
、
高
齢
者
の
方
々
の

生
き
甲
斐
を
高
め
、
健
康
で
明
る
い

生
活
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

長
年
培

っ
た
知
識
と
豊
富
な
経
験
を

生
か
し
就
業
で
き
る
よ
う
、
職
業
相

談

・
紹
介
を
行

っ
て
い
ま
す
。

●
相
談
日
時
　
毎
週
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
　
午
前
九
時
か
ら
午
後

四
時
た
だ
し
、
祝
祭
日

・
振
替
休

日

・
年
末
年
始
は
休
み
ま
す
。

●
相

談

所
　
熊
本
県
高
齢
者
無

料
職
業
紹
介
所
阿
蘇
相
談
所
（県

阿
蘇
福
祉
事
務
所
内
）

●
電
話
番
号

０

９

６

７

・
２

２

・
１

３

２

５

参
入
者
の
り
―
ダ
ー
と
し
て
様
々

な
こ
と
に
対
し
て
熱
心
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。
）ヽ

，

゛

意
見
発
表
の
後
、
高
森
町

長
、
阿
蘇
南
農
協
長
、
南
阿
蘇

畜
協
長
、
阿
蘇
た
ば
こ
耕
作
組

合
長
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
今
後

の
農
政
に
対
す
る
施
策
を
述
べ

ら
れ
そ
の
中
で
も
、
認
定
農
業

者
に
期
待
す
べ
き
こ
と
が
多

く
、
み
ん
な
熱
心
に
記
録
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

一
、
登
記
簿
謄
本
等
の
請
求
方
法

に
つ
い
て

熊
本
地
方
法
務
局
高
森
出
張
所
は

本
年
三
月
二
十
四
日
に
阿
蘇
支
局
に

統
合
さ
れ
ま
し
た
が
、
登
記
簿
謄
本

等
の
請
求
に
つ
い
て
は
、
高
森
郵
便

局
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
に
よ
り
請

求
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で

ご
利
用
下
さ
い
。

尚
、
今
ま
で
ど
お
り
の
登
記
簿
謄

本

・
抄
本
請
求
は
、
郵
便
に
よ

っ
て

も
で
き
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
高
森
郵
便
局
の

窓
口
に
掲
示
し
て
あ
る

「
フ
ァ
ッ
ク

ス
装
置
に
よ
る
謄
本
等
請
求
方
法
」

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
熊
本
地
方
法

務
局
阿
蘇
支
所

（電
話
０
９
６
７

・

２
２

・
０
１
３
７
）
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

二
、
登
記
、
人
権
相
談
所
が
開
設

さ
れ
ま
す
。

土
地

・
建
物
や
商
業

・
法
人
の
登

記
で
お
困
り
の
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

登
記

・
人
権
の
こ
と
で
お
困
り
の
方

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
相

談
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
と
　
き
　
毎
月
第
三
水
曜
日
　
午

前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
高
森
町
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー

（林
業
相
談
室
）

●
相
談
担
当
者
　
熊
本
地
方
法
務
局

阿
蘇
支
局
員

・
地
元
人
権
擁
護
委
員

農
業
の
ム
リ

・
ム
ダ

・
ム
ラ
の

排
除
、
畜
産
公
害
を
出
さ
な
い
よ

う
な
環
境
に
優
し
い
農
業
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
経
験
を
生
か
し
、
消

費
者
か
ら
顔
の
見
え
る
農
業
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

意見発表を待つ幸野さん意見発表する安片さん

大会終了後、バーベキューで意見交換
会、遅くまで熱心な農業に対する討論が
されました。

●
TEL

役場の支払日 5/15(木)5/26(月 )6/5(木)  時間 9時N引 5時まで

●   ●

●

― i=Fl_ ´́
D藤産醸婁

瘍

シンポジウム
(左より古澤たばこ耕作組含長、穴見畜協長、田上
阿蘇南農協長、今村町長、芹口農林振興課長)

●

(14)

法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

直接受けても落ちつばなし。
今年の霧織戦線もキビシーよ。
やつばり、なんか翼格が

ないとなあ―。

今だつたら、
国家爾格が回単に取れますよ.

就職にも有利 I    ミDミD

う一ん。

申し込んでもないのに教材が。
それにこの臓機、社会で
適用しないしゃないか。

ですが。
し

ヽ

口綺策でも

設 ,ユ恕
登録したから

鼻鷹濾理機誌麒跡臨‐鴛
r「)難 しい輩福が麟麟に取れる
1ヽノ  かのように動められます。

だ
「
Pその場合、社会では通用しな｀`し′ い民間資格の場合もあります。
社会的に通用するのは、国讚
資格。このような資格なのか、
きちんと調べましよう。

rr「Pそんなことはありません。ンヽ ク_リ ング オフといい、
■面が送つてきてから、8日
以内なら、無条件で解約でき
ます。

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
発
行
の

「
二
十
歳
に

な
っ
た
ら
ご
用
心
」
か
ら
許
諾
転
写

者
ト
ラ
ブ
ル
の
ご
相
談
は

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

九
州
通
商
産
業
局
　
消
費
者
相
談
室

■
一〇
９
２

・
４
８
２

・
５
４
５
８

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
室

資

法

―

ゴ
壺

‐一
一格

　
商

一
　
一

・　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
．．

（電
話
勧
誘
販
売
）

◆世間には甘い誘惑がいつぱい

◆20歳になつたら、突然知らない人から

の勧誘の電話が増えた

ＴＥＬ

０̈
つ

６

・
３

５

４

・
４
８

３

５

一消
費

ｏ
０

母
子
家
庭
等

電
話
相
談
窓
口

一開
設
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ジ
ヤ
ガ
イ
を
生
産
農
家
の
皆
様
●
一
　
●

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
臓
卜
し
ま
す

阿
蘇
竹
内
で
は
、
近
年
、
「た
ば

‐‐―‐
こ
■
班
え
そ

‐
病
一
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

こ
の
病
気
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
発
生
し
た

「え
そ
病
」
を
ア
プ
ラ
虫
が
隣

接
す
る
た
ば
こ
に
伝
搬
し
て
発
病
す
る
も
の
で
す
。　
　
　
　
一
●
一

こ
の
病
気
に
か
か
る
と
、
た
ば
こ
の
葉
が
黄
色
く
な

っ
て
怪
死
す
る
も

の
で
、
大
変
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
栽
培
農
家
の
皆
様
に
次

の
点
を
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
．　
　
　
　
・●
●

◇
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
子
は
保
菌
し

て
い
な
一い
種
子
を
使

っ
て
下
さ
い
。

◇
た
ば
こ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
は
、
三
百
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
て
い
る
こ
と

が
理
想
で
す
が
、
や
む
を
得
ず
隣
接
し
て
い
一る
場
合
は
，
ブ

ラ
虫
の
防
除

を
お
願
い
し
ま
す
ぃ
　
　
　
　
　
　
　
　
‐●

◇
個
人
で
ア
ブ
ラ
虫
の
防
除
が
困
難
な
場
合
は
、
た
ば
こ
耕
作
青
年
部
が

一
斉
防
除
を
行
い
ま
す
の
で
、
近
く
の
た
ば
こ
農
家
ま
で
一連
一路
し
て
下
ざ

◇
家
庭
菜
日
程
度
の
栽
培
で
も
被
告
が
で
ま
す
の
で
、
防
除
の
徹
底
に
Ｆ

●
・　
　
　
　
　
　
　
　
●
●

栃
ナ
下
さ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
●

◇
防
除
の
期
間
は
■
月
上
旬
か
ら
六
月
上
旬
ま
で
あ

一
ヶ
月
‐間
に
、
四
回

程
度
行

い
ま
す
ｃ

詳
し
い
こ
と
は

能
一本
県
た
ば
こ
耕
作
組
含
阿
蘇
支
所

■

０
九
六
七
六
１
二
■
０
一
七
■
ま
で

】
一
“

_  ・■

0

た
ば
こ
黄
斑
え
そ
病
の
発
生
注
意
！
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高森町大字芹国の岡本和雄副団長に永年の消防

団活動の功績に対し消防庁長官より永年勤続功労

賞が授与された

岡本副団長は、昭和41年 に高森町消防団に入団後、郷
土愛の精神を以て、数多くの林野火災などの消火活動に第

一線で活躍され、その温情にして実直な性格、また、指導

力にも優れ昭和63年には、分団長を拝命、団員の教育訓
練に尽力、平成8年 5月 より副団長の職に任命され現在に

至つてます。なお、家業の農業も葉たばこの生産と繁殖牛

の複合経営で、後継者も就農し、農業経営面においても充

実されています。

表彰を受けられた岩下さん (左 )住吉さん (右 )

後藤議長も交通安全に一役

「燃
え
る
若
き
や
も
ん
」

「お
母
さ
ん
と
い

っ
し
よ
」

「動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中
。
　

　

一
般
の
方

の
肥
後
狂
句
、
短
歌
、
俳
句
、
詩
な
ど
の
作
品
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

メイ'‐軍零lζ量彎‡鬱量壼、も
11翻父
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

四
月
六
日
か
ら
四
月
十
五
日
ま
で
の
期
間
中
に
様
々
な
運
動
が

各
地
で
展
開
。
本
町
に
お
い
て
も
街
頭
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
推
進
協
議
会

四
月

一
日
、
交
通
安
全
運
動
に

先
立
ち
、
学
校

・
企
業

・
団
体
等

か
ら
五
十
名
の
出
席
が
あ
り
、
町

の
交
通
安
全
方
策
に
対
す
る
協
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
年
の
交
通
安
全
運
動

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
交
通
指
導

員
の
高
森

・森
の
岩
下
利
博
さ
ん

と
、
色
見

・
中
園
の
住
吉
正
史
さ

ん
が
交
通
安
全
功
労
者
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
か
ら

夜
泣
き
や
風
邪
な
ど
の
病
気
は

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
親
と
し
て
は

あ
り
が
た

い
の
で
す
が
、
近
頃
で

は
元
気
が
良
す
ぎ
て
＝
が
離
せ
ま

せ
ん
。
今
で
は
、
何
で
も
よ
く
食

べ
ま

す
．
特
に
ト

マ
ト
が
大
好
き
で
、
西

原

の
お
じ

い
ち

ゃ
ん

の
う
ち

に

入

っ
た
と
き
な
ん
か
大
き

い
の
を

個
丸

こ
と
食

べ
ま
し
た
。
果
物

も
大
好
き
な

の
で
わ
が
家

の
リ
ン

ゴ
も
た
く

さ
ん
食

べ
る

こ
と

で

し
ょ
う
。
近
く
に
は
、
同
じ
ぐ
ら

い
の
子
供
が
少
な

い
の
で
大
き
く

な
る
と
少
し
寂
し
い
の
で
は
な

い

で
し
ょ
う
か
。
親
子
共
々
元
気
で

成
長
し
て
い
け
る
よ
う
心
が
け
た

い
で
す
。

「お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
よ
」

登
場
者
募
集
し
て
い
ま
す
。
子
育
て

の
楽
し
さ
、
難
し
さ
を
語

っ
て
く
だ
さ

い
。
　

お
と
う
さ
ん
、
お
じ
い
ち
や
ん
、

お
ば
あ
ち
や
ん
と
い
っ
し
よ
も
ど
う
ぞ
。

（子
ど
も
さ
ん
の
年
齢
不
問
）

街

頭
キ

ヤ

ン

ペ
ー

ン

四
月
七
日
、
国
道
三
二
五
号
バ

イ
パ
ス
豆
塚
前
で
街
頭
キ
ヤ
ン

ペ
ー
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
日

は
ミ
高
森
敬言
察
署
、
交
通
指
導
員
、

交
通
安
全
母
の
会
、
婦
人
会
な
ど

三
十
名
の
参
加
が
あ
り
、
車

一
台

一
台
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
、

飲
み
物
な
ど
を
贈
り
ま
し
た
。

四
月
十
四
日
に
は
町
議
会
議
員

に
よ
る
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ

れ
、
交
通
安
全
に

一
役
買
っ
て
い

ま
し
た
。

巴

負

王

コ

ロ
＝
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花
も
そ
ろ
そ
ろ
　
親
父
泣
か
す
る
日
も
近
き
ゃ
ア

花
も
そ
ろ
そ
ろ
　
酒
屋
に
不
義
理
し
と
か
ん
か

混
沌
と
　
老
大
国
の
灯
の
消
ゆ
る

即
戦
カ
　
オ
ー
プ
ン
戦
で
太
鼓
判

食
い
さ
が
り
　
生
中
継
に
熱
の
入
る

忙
し
な
い
　
高
か
ヨ
ッ
ト
は
買
わ
し
た
が

さ
る
か
る
が
　
役
人
も
ち
ょ
び
っ
と
自
腹

花
も
そ
ろ
そ
ろ
　
門
限
縛
り
過
ぎ

っ
て
も

即
戦
力
　
腕
に
パ
ソ
コ
ン
持

っ
と
ら
す

即
戦
力
　
農
家
生
ま
れ
の
嫁
が
来
た

塀
越
し
に
梅
綻
び
て
武
家
屋
敷

見
下
し
て
見
上
げ
て
岡
の
桜
か
な

初
音
聞
き
心
さ
や
け
き
朝
散
歩

花
影
に
出
入
り
す
る
牛
昼
の
牧

苗
札
に
今
年
も
新
種
書
き
に
け
り

今
世
を
最
後
の
彗
星
春
の
空

初
音
聞
く
調
子
は
ず
れ
の
嬉
し
く
て

廃
校
の
跡
は
黙
し
て
花
の
雨

弥
　
生
　
　
（阿
蘇
御
神
火
会
）

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

堀
田
　
祖
仙

馬
原
　
馬
笑

岡
本
　
琴
司

林
田
　
一
声

渡
辺
　
雲
海

浦
塚
　
南
天

松
野
　
笑
声

武
田
　
南
郷

（野
尻
あ
け
び
句
会
）

阿
南
は
じ
め

草
村
　
鶴
代

熊
谷
　
つ
子

甲
斐
し
づ
子

甲
斐
　
康
利

野
尻
　
美
穂

長
友
た
つ
子

野
尻
　
里
女

=量
圭ト

四
月
号
Ｈ
ペ
ー
ジ
の

「俳
句
」
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
　

＞

（正
）
　

日
を
溜
め
て
山
ふ
と
こ
ろ
の
梅
早
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
田
　
フ
ミ
　
　
ー

_コ ″ ▲
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交通安全指導員等による街頭キャンペーン
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０
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熱
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動
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点
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と
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●
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ベ
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卜
Ｆ
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(12)

ハ
ナ
シ
ノ
ブ
は

ハ
ナ
シ
ノ
ブ
科

の
多
年
草
で
、
世
界
中
で
阿
蘇
地

域
だ
け
に
生
育
す
る
貴
重
な
植
物

で
す
。
茎
は
直
立
し
て
、
高
さ
７

０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
１
４
０

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
な
り
ま

す
。
花
は
先
が
五

つ
に
別
れ
て
い

て
、
直
径
１
５
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
で
す
。
６
月
か
ら
７
月
に
か
け

て
、
茎

の
上
部

に
青
紫
色

の
美
し

い
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

ハ
ナ
シ
ノ
ブ
の
仲
間
に
は
、
本

州
中
部
、
北
海
道
に
分
布
す
る
エ

ゾ

ハ
ナ

シ
ノ
ブ

、
北
海
道

や
樺

太
、
千
島

に
分
布
す
る
カ
ラ
フ
ト

ハ
ナ
シ
ノ
ブ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
シ
ベ
リ
ア

に
か
け
て
は
、
セ
イ

ヨ
ウ

ハ
ナ
シ

ノ
ブ
が
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
。

阿
蘇
の
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
は
京
都
大
学

の
北
村
四
郎
博
士
が
昭
和
十
六
年

（
一
九
四

一
年
）
に
新
種
と
し
て

発
見
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
時

基
準
と
な

っ
た
標
本
は
、
九
州
学

院
教
授

で
あ

っ
た
上
妻
博
之
氏

が
、
肥
後
野
尻

（熊
本
県
阿
蘇
郡

旧
野
尻
村
）
で
昭
和
二
年

（
一
九

二
七
年
）
に
採
取
さ
れ
て
い
ま

す
。
北
村
博
士
の
論
文
で
は
阿
蘇

の
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
は
本
州
中
部
か
ら

北
海
道
に
駆
け
て
分
布
し
て
い
る

ハ
ナ
シ
ノ
ブ
の
仲
間
と
は
別
系
統

で
朝
鮮
半
島

・
中
国
東
北
部
に
分

布
し
て
い
る
チ
ョ
ウ
セ
ン
ハ
ナ
シ

ノ
ブ
と
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
は
、
阿
蘇
で

も
ご
く
限
ら
れ
た
地
域
に
し
か
生

育
し
て
い
ま
せ
ん
。
平
成
６
年
の

調
査

で
自
生
が
確
認
さ
れ
た
の

は
、
山
東
原
野

（高
森
町
の
野
尻

・

草
部
地
区
に
広
が
る
原
野
）
と
波

野
原

（波
野
村
か
ら
産
山
村
に
か

け
て
の
原
野
）

な
ど
阿
蘇
の
東

外
輪
上
の
高
原
だ
け
で
す
。
熊
本

県
以
外
で
は
、
大
分
県
久
住
町

・

九
重
町
、
宮
崎
県
高
千
穂
町
な
ど

で
過
去
に
採
取
さ
れ
た
記
録
が
あ

り
ま
す
が
、
現
在
で
は
生
育
の
確

認
が
な
さ
れ
て
い
な
く
、
絶
減
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ハ
ナ

シ
ノ
ブ

の
生
育
地
は
草
原
や
林

縁
、
畑
の
土
手
な
ど
で
、
以
前
は

豊
富
に
自
生
し
て
い
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
主
な
生
育

地
で
あ
る
草
原
が
急
減
し
た
こ
と

や
観
賞
価
値
が
高
く
園
芸
用
に
採

取
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
自
生

地
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
い
状
態

で
、
個
体
数
も
急
激
に
減
少
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
適
切
な
対

策
が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
絶
滅
の
危

険
性
が
高
い
と
さ
れ
、
平
成
元
年

に
刊
行
さ
れ
た

「我
が
国
に
お
け

る
保
護
上
重
要
な
植
物
種

の
現

状
」
（日
本
自
然
保
護
協
会

・
世
界

自
然
保
護
基
金
日
本
委
員
会

刊
）
で
は
、
絶
滅
危
惧
種
に
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
熊
本
県

購
畿
ポ
ラ
ン
テ
イ
ア
憮
織
翻
癬
畿

～
み
ん
な

で
支
え
合
え
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
～

先
の
阪
神

・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
と
し
て
、
ポ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
よ
る
被

災
者
支
援
活
動
の
重
要
性
を
認
識
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
日
本
赤
十
字
社
高
森
分
区
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
リ
ー
ダ
ー

の
養
成
と
地
域
の
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
指
し
て
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
初

級
研
修
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
様
奮

っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

◆
日
　
　
時
　
平
成
９
年
６
月
８
日

（日
）
午
前
９
時
よ
り

◆
場
　
　
所
　
高
森
町
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

（役
場
隣
り
）

◆
参
加
定
員
　
１
０
０
名

◆
参
加
条
件
　
防
災
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
し
て
参
加
を
希
望
す
る
も
の

（研
修
終
了
後
、
終
了
証
書
授
与
あ
り
）

◆
参

加

費
　
無
料

◆
研
修
内
容
　
赤
十
字
概
論

・
炊
き
出
し

・
救
急
法

◆
参
加
希
望
の
方
は
、
六
月
三
日
ま
で
に
高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
御
連
絡
下
さ
い
。
（

②

・
２
１
５
８
）

●  ●

●  ●

特定希少植物ハナシノ

1997年

男子世界ハンドボール選手権大会口熊本
前売り入場券 発売中

町教育委員会でお買い求めください

5月 17日から6月 1日 まで、熊本市、八代市、山鹿市を会場にして、男
子世界ハンドボール選手権大会が開催されます。 ヨーロッパで盛んなサッ
カー。その練習が冬季などできない時の室内競技として発達してきました。
ダイナミックなプレーをお楽しみください。

高森山東原野に自生するハナシノブ

は

「希
少
野
生
動
植
物
の
保
護
に

関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
平
成

三
年
第

一
回
指
定
に
お
い
て
、
ハ

ナ
シ
ノ
ブ
を
特
定
希
少
野
生
植
物

種
に
指
定
、
波
野
村

・
高
森
町
に

保
護
区
を
設
定
し
て
保
護
に
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
庁
も
平

成
七
年
二
月

「絶
滅
の
お
そ
れ
の

あ
る
野
生
動
植
物
種
の
種
に
関
す

る
法
律
」
に
よ

っ
て
、
ハ
ナ
シ
ノ

ブ
を
特
定
国
内
希
少
野
生
動
植
物

種
に
指
定
、
平
成
八
年
四
月
に
は

高
森
町
に

「
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
生
育
地

保
護
区
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

地
球
上
で
阿
蘇

の
東
外
輪
山

の
高

原
だ
け
に
咲
く

ハ
ナ
シ
ノ
ブ
は
、

今
や
絶
滅
が
心
配
さ
れ
る
状
況
に

追

い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
野
生

の
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
は

姿
を
消
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
阿
蘇
に
生
き
る

ハ
ナ
シ
ノ

ブ
を
絶
滅
の
危
機
か
ら
守
り
、
次

の
世
代
に
引
き
継

い
で
い
く
取
り

組
み
が
必
要
な
時
代
に
な

っ
て
い

ま
す
。

〈
ハ
ナ
シ
ノ
ブ
保
護
増
殖
連
絡
協
議
会
〉

(5)   熊本県教育委員会刊行の
「くらしと人権 (保護者用学習資料)」 から転載
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i ‐ ‐
‐-1 .‐

災
害
発
生
時
に
は
行
政
、
敬言
察
、
消
防

だ
け
の
力
で
は
足
り
ま
せ
ん
。

災
害
時
に
日
本
赤
十
字
社
の
調
整

の
下
に
被
災
者
に
対
す
る
応
急
救

護

・復
旧
等
の
活
動
に
お
い
て
、
そ
の

能
力
、
労
力
、
時
間
な
ど
を
自
主
的
に

無
報
酬
で
提
供
す
る
す
べ
て
の
個
人

や
団
体
で
す
。

○

み
ん
な
の
力
で
人
権
の
問
題

の
問
題
に
日
を
向
け
、

、
そ
の
他
グ
ル
ー
プ

推
進
協
議
会

ｔ
ま
ｔ
ょ
う

つ

を
持

つ
こ の

問
題
を
解
決
し

て

る
世

の
中

で
は
、
私
た
ち

の

，
ハ
壬
↑

たュ
ま
ち
ユ
よ

同
和

問

題

を

・こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め

生
涯
を
と
お
し
て
い
ろ
い

○

私 問
題
は
人
権

に
か
か
わ
る

私
た
ち
が

の 場

で

▲多
J^の

課
題
と
し
て
考
え

て
い
く
よ
う

い
ろ
い
ろ
な
会
合

の
中

で
、

い
の
人
権
を
大
事
に
す
る
こ

く
り
の
た
め
に
は
、
地
域

を
地
域
の
中

も

の
で
す
。

族
の
中

に
、
そ
し
て

〕´
い _

や
職
場
、
地
域

の
く
ら
し
の

、
障
害
者
差
別
な
ど

い
ろ
い

ろ
な職

活
動こ

相
手

り
組私

地
域

・て
、
人
権
を
守
る
手
と

い
明
る
い
地
域
づ
く
り

．

ヽ

「「■
一

鰈 樵や

屹副仁

蒻
‐顆禅

|1麟儡|‖ |‐.M揃

》翔
‖

参
加
者
募
集

世界強豪24ヶ国力ヽ熊本に集結。
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昨
年
の
夏
体
み
に
ア
メ
リ
カ
の
劇
国
の
招
待
で
、高
森
町
車
部
の
田
上
智

恵
美
さ
ん
が
子
供
劇
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
し
ま
す
。

去
年
の
夏
休
み
私
は
、
ア
メ
リ
カ
・

モ
ン
タ
ナ
州
で
行
わ
れ
た
Ｍ
Ｃ
丁
主

催

の

子

供

劇

『
Ａ

Ｍ

巨

Ｒ

Ｉ

Ｃ

Ａ

』
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。　
一
口
に
子
供

劇
と
は
言
い
ま
す
が
、
年
齢
幅
は
、
小

学
校
高
学
年
か
ら
高
校
生

（日
本
基

準
）
だ
し
、
Ｍ
Ｃ
Ｔ
は
ァ
メ
リ
カ
の

劇
団
な
の
で
、
言
葉
は
も
ち
ろ
ん
英

語
。
お
ま
け
に
指
導
は
プ

ロ
が
や

つ

て
い
る
の
で
、
最
後
に
は
ど
こ
に
出

し
て
も
お
か
し
く
な
い
ほ
ど
に
な
る

劇
な
の
で
す
。
（た
ぶ
ん
）

ア
メ
リ
カ

・
…

と
い
え
ば
即

「オ

オ
カ
ミ
ー
」
と
答
え
て
し
ま
う
こ
の

私
が
、
（実
は
狼
大
好
き
人
間
な
ん
で

す
。
）
そ
ん
な
と
ん
で
も
な
い
劇
に
参

加
す
る
よ
う
に
な

つ
て
し
ま

っ
た
の

は
昨
年
の
三
月
、
中
学
の
２
年
生
の

と
き
に
参
加
し
た
町
の
英
語
劇

『ピ

＞

ノ
キ
オ
』
が
事
の
始
ま
り
で
し
た
。
そ

皓

の
時
劇
の
指
導
者
と
し
て
来
日
し
て

あ　
い
た
ド
ナ
ル
ド
や
マ
イ
ケ
ル
さ
ん
。

味

彼
等
の
所
属
す
る
Ｍ
Ｃ
Ｔ
か
ら

「サ

酬
　
マ
ー
キ
ヤ
ン
プ
に
来
な
い
か
い
？
」

刺

と
の
手
紙
が
届
い
た
と
き
に
は
、
う

烈
れ
し
い
や
ら
、
び
っ
く
り
す
る
や
ら

ア
　
で
、
家
の
中
、
パ
ニ
ツ
ク
に
な
り
か

円
け
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
い

ゴ
や
ｉ
。家
の
中
と
い
う
よ
り
母
さ
ん

抑
制
社
」
なっ
議
勧
謝
れしヽ
をしヽ
”
“
議
デ
つあ

ホームステてフ

て
ず
い
ぶ
ん
駆
け
回

っ
て
い
ま
し
た

よ
。
で
も
、
そ
の
わ
り
に
は
私
、
の
ほ

ほ
ん

つ
て
し
て
ま
し
た
か
ら

（笑
い
）

ず
い
ぶ
ん
、
と
や
か
く
言
わ
れ
ま
し

た
。そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
あ

つ
と

言
う
間
に
８
月
。
そ
し
て
ァ
メ
リ

カ

・
…

。
キ
ャ
ン
プ
の
日
ま
で
少
し

日
が
あ

っ
た
の
で
、
ま
ず
は
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
研
修
で
き
て
い
た
友
達
と

一
緒
に
役
所
や
警
察
署
な
ど
を
見
て

回
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
（お
土
産

屋
さ
ん
に
も
い
っ
た
ん
で
す
が
、
も

の
す
ご
く
た
く
さ
ん
の
狼
グ

ツ
ズ
に

感
激
し
て
し
ま

っ
た
私

・
・
・
。

そ
う
そ
う
。
実
は
も
う

一
人
、
私

と
同
じ
よ
う
に
劇
に
参
加
す
る
た
め

に
ア
メ
リ
カ
に
来
た
子
が
い
た
ん
で

す
よ
。
名
前
は
増
永
瞳
。
高
校

一
年

生
で
す
。
彼
女
も
御
船
町
で
あ

っ
た

英
語
劇
が
き

つ
か
け
で
参
加
す
る
よ

う
に
な

つ
た
そ
う
で
す
。
・
‥

と
い

う
わ
け
で
、
Ｍ
Ｃ
丁
サ
マ
ー
キ
ヤ
ン

プ
は
私
た
ち
ふ
た
り
だ
け
で
臨
む
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
い
や
は
や
。
キ
ヤ

ン
プ
自
体
は
も
の
す
ご
く
楽
し
か

っ

た
の
で
す
が
、
一
日
、
７

・
８
時
間
も

あ
る
演
劇
の
練
習
は
き

つ
か

つ
た
。

し
か
も
指
導
は
す
べ
て
英
語
だ
し
。

辛
い
、
日
本
人
の
通
訳
は
い
ら
し
た

ん
で
す
が
、
そ
れ
で
も
や

っ
ぱ
り
不

十
分
な
点
が
で
て
き
て
し
ま
い
ま
す

じ
ね
。
そ
ん
な
も
ん
だ
か
ら
私
、
怒

ら
な
く
ち
や
い
け
な
い
シ
ー
ン
な
の

に
笑

っ
て
た
り
と
か
あ

つ
た
ん
で
す

よ

（大
笑
い
）
。
丁
Ｖ
取
材
に
来
て
た

人
に
も
そ
の
こ
と
を
話
し
た
ら
や

つ

ぱ
り
笑
わ
れ
ま
し
た
。
（ア
レ
、
絶
対

採
用
さ
れ
た
な
。
う
ん
。
）
で
も
楽
し

か

っ
た
練
習
も
あ

っ
た
ん
で
す
よ
。

私
た
ち
が
や
る
劇
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
で
す
か
ら
、
歌
の
練
習
が
あ
り
ま

し
た
し
、
あ
と
こ
れ
は
直
接
的
に
は

つ
な
が
ら
な
い
ん
で
す
が
、
ジ

ェ
ス

チ
ヤ
ー
ゲ
ー
ム
と
か
。
そ
の
時
に
流

れ
て
い
る
音
楽
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ

せ
て
や
る
ミ
ニ
劇

（言
葉
ナ
シ
。
即

興
で
。
し
か
も
ひ
と
り
ず
う
。
）
な
ん

か
、
す
ご
く
楽
し
か

っ
た
で
す
ね
。

（み
ん
な
上
手
す
ぎ
。
）
あ
と
、
ダ
ン

ス
も
面
白
か

っ
た
で
す
。
練
習
以
外

で
は
、
み
ん
な
で
昼
休
み
な
ど
に
バ

ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
や
バ
レ
ー
な
ど
を

し
て
遊
び
ま
し
た
。
言
葉
と
か
あ
ま

り
話
せ
な
い
人
だ
け
ど
、
お
も
い
つ

き
り
楽
し
め
た
こ
と
な
ん
か
、
今
思

う
と
、
不
思
議
な
ん
で
す
け
ど
ね
。

本
当
、
い
ろ
ん
な
子
が
い
ま
し
た

よ
。
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
で
帰

っ
ち
ゃ
っ

た
子
。
そ
の
言
葉
が
気
に
入

っ
て
い

る
の
か
、
「サ
ム
ラ
イ
」
と
よ
く
言

っ

て
た
子
。
教
え
て
上
げ
た
日
本
語
を
、

き
ち
ん
と
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
て
い
る

勉
強
熱
心
な
子
。
背
が
も
の
す
ご
く

高
く
て
、
年
下
な
の
に
年
上
に
見
え

る
子
。
い
つ
も
女
の
子
と

一
生
に
踊

る
か
、
歌

つ
て
い
る
男
の
子
。
み
ん

な
な
つ
か
し
よ
う
な
あ

・
・
。

約

二
週
間
の
練
習
が
終
わ
り
い
よ

い
よ
本
番
。
楽
し
か

つ
た
な
あ
。
み

ん
な
楽
し
く
や

つ
て
い
る
つ
て
い
う

の
が
伝
わ

つ
て
き
た
し
ね
。
練
習
で

何
度
も
何
度
も
や

つ
て
あ
き
ち
や
つ

て
い
る
は
ず

の
シ
ー

ン
な

の
に
、

や

つ
ぱ
り
楽
し
い
で
す
よ
。
お
客
さ

ん
も
笑

つ
て
く
れ
る
と
も

っ
と
楽
し

い
。
ど
う
し
て
な
の
か
な
。

最
後
の
劇
が
終
わ

っ
た
後
、
み
ん

な
ス
タ
ッ
フ
の
話
な
ん
か
聞
い
て
な

か

っ
た
で
す
よ
。

「Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｊ
Ｏ

Ｂ
Ｉ
」
つ
て
、
抱
き
合

つ
て
、
劇
の
成

功
を
喜
び
合
つ
て
い
た
ん
で
す
か
ら
。

（そ
の
う
ち
ス
タ
ツ
フ
の
人
も
そ
の
渦

に
の
ま
れ
ま
し
た
が
。
）
本
当
、
良

か

つ
た
で
す
。
そ
う
や

つ
て
み
ん
な

と
喜
ん
で
い
る
と
き
に
は
、
頭
の
中

に
は
、
「き
つ
か

っ
た
。
」
何
て
思
い
、

ひ
と
カ
ケ
ラ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

友
達
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
初
め

は
み
ん
な
同
じ
顔
に
見
え
て
、
だ
れ

が
だ
れ
な
の
か
わ
か
ら
な
か

っ
た
の

に
、
帰
る
頃
に
は
、
声
で
区
別
が
付

く
よ
う
に
な

っ
た
ん
で
す
よ
。
別
れ

る
の
つ
ら
か

つ
た
な
あ
。

本
当
に
楽
し
か

つ
た
で
す
。
楽
し

い
。
す
ご
い
。
良
か

つ
た
。
そ
ん
な
言

葉
じ
や
表
せ
な
い
く
ら
い
の
体
験
を

し
ま
し
た
。
帰
り
た
い
っ
て
何
度
か

思

っ
た
こ
と
あ

つ
た
け
ど
、
や

っ
ぱ

り
行

っ
て
良
か

つ
た
で
す
。
今
、
ア

メ
リ
カ
と
言
え
ば
？
と
尋
ね
ら
れ
た

ら
、
「オ
オ
カ
ミ

ー

い
や
、
フ
レ
ン

ズ
ー

…

か
な
。
」
と
答
え
る
で
し
ょ

全
て
に
あ
り
が
と
う
―

シ
ア
タ
ー
（ミ
ズ
ー
ラ
子
供
劇
場
）

高
森
の
少
女
、
ア
メ
リ
カ
子
供
劇
に
参
加

契 約 言

領
収
書
や
契
約
書
と
印
紙
税

私
た
ち
は
毎
日
の
生
活
の
中
で
、

い
ろ
い
ろ
な
文
書
を
作
成
し
た
り
、

受
け
取

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
文
書
の
中
に
は
、
印

紙
税
が
か
か
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

印
紙
税
が
か
か
る
文
書
は
、
領
収

書
や
、
金
銭
借
用
証
書
、
不
動
産
売
買

契
約
書
の
ほ
か
に
、
請
負
契
約
書
、
手

形
、
金
銭
の
受
取
通
帳
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
間
違
い
や
す
い
例
と
し
て
、
①

レ

ジ

ス
タ
ー
か
ら
打
ち
出
さ
れ
る

レ

シ
ー
ト
、
後
で
正
式
な
領
収
書
を
発

行
す
る
場
合
の
仮
領
収
書
な
ど
は
金

銭
等
を
受
け
取

っ
た
事
実
を
証
明
す

る
受
取
書
に
な
り
、
②
契
約
の
成
立

や
変
更
を
証
明
す
る
た
め
に
作
ら
れ

る
覚
書
、
念
書
、
差
し
入
れ
書
な
ど
は

印
紙
税
法
上
の
契
約
書
に
な
り
ま
す

か
ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

印
紙
税
は
、
印
紙
税
の
か
か
る
文

書
を
作
成
し
た
人
が
、
定
め
ら
れ
た

金
額
の
収
入
印
紙
を
そ
の
文
書
に
貼

り
付
け
こ
れ
に
消
印
を
し
て
納
め
る

税
金
で
す
。
印
紙
税
に
つ
い
て
お
分

か
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
税
務
署
ま
で
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

阿
蘇
税
務
署

ＴＥＬ

０̈

９

６

７

・
２

２

・
０

５

５

１

人間 ドックで病気の早期発見・早期治療で医療費の節約につなごう

国民健康保険では次の要領で人間 ドックを実施いたします。

ご希望の方は、申込書により国民健康保険係に直接お申し込みください。

.資  格  国民健康保険の加入者で、平成 9年 4月 1日現在満30歳以上
70歳未満の方 (平成 7、 8年度に受診された方は、原則とし
て除きます。)

ハ  ′`
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一
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◆
国
民
年
金
の
保
険
料
は
便
利
な
口
座
振
替
で
納
め
ま
し
よ
う

国
民
年
金
保
険
料
を
、
毎
月
支
払
い
に
行
く
の
が
面
倒
と
い
う
方
や
、
う
っ
か

り
し
て
忘
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
方
。

こ
う
い
う
方
に
保
険
料
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

口
座
振
替
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
毎
月
支
払
い
に
行
く
手
間
も
省
け
る
ば
か
り

か
、
納
め
忘
れ
も
な
く
安
心
で
す
。

申
込
み
手
続
き
は
簡
単
！
　
手
数
料
無
料
！

預
金
通
帳
、
通
帳
届
出
印
、
保
険
料
の
納
付
書
を
持

っ
て
役
場
の
国
民
年
金
担

当
係
、
ま
た
は
預
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一
度
手
続
き
を
す
る
と
、
口
座
解
約
を
し
な
い
限
り
継
続
さ
れ
る
の
で
大
変
便

利
で
す
。

年
金
を
受
け
る
た
め
の
大
事
な
保
険
料
。

納
め
る
の
を
忘
れ
ち
ゃ
っ
た
！
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
是
非
口
座
振
替
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
保
険
料
を
納
め
た
い
け
ど
ど
う
し
て
も
納
め
ら
れ
な
い
―

―
そ
ん
な
と
き
に
は
、
保
険
料
の
免
除
制
度
を
―

保
険
料
は
納
め
た
い
け
ど
、
経
済
的
な
理
由
で
ど
う
し
て
も
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
国
民
年
金
に
は
そ
ん
な
と
き
の
た
め
に
申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
、
保

険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
申
請
免
除
と
い
い
ま
す
。

免
除
さ
れ
る
期
間
は
、
中
請
の
あ

っ
た
月
の
前
月
か
ら
年
度
末
ま
で
と
な

っ
て

い
ま
す
。
　
・

一
年
分

（平
成
九
年
四
月
分
か
ら
平
成
十
年
二
月
分
ま
で
）
の
保
険
料
免
除
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
一上
日
里
木
［目
ま
で
に
役
場
の
国
民
年
金
担
当
係
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎

年
金
の
額
が
実
際
に
納
め
た
場
合
の
三
分
の

一
に
な
り
ま
す
。
経
済
的
余
裕
が
で

き
た
と
き
に
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
そ
の
期
間
分
の
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
追
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
役
場
の
国
民
年
金
担
当
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

１

　

　

２

３

４

　

５

　

　

　

　

　

６

申
込
み

・
問
い
合
わ
せ
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は

‥

・

税
務
課

・
国
民
健
康
保
険
係

ＴＥ

２̈

・
１
１
１
１
　
内
線
１
５
２
番
ま
で
ど
う
ぞ
。

●  ●

●

※
Ｍ
Ｃ
一
一
・ミ
ズ
ー
ラ

・
チ
ル
ド
レ
ン

つ

ね

´
十 、
りヽ

100名 (定員になり次第締め切りとします。)
平成9年 5月 より平成 10年 3月 まで
①日赤健康管理センター

②熊本県成人病予防協会健診センター

◆日赤健康管理センター TEL.096-387-6651
◇一泊二日標準コース 60,000円 (消費税除く)
◇日帰り標準コース  38,000円 (  ″ )
◆成人病予『方協会      TEL.096-365-8800
◇一泊二日標準コース 58,000円 (消費税除く)
◇日帰り標準コース  35,000円 (  ″  )
いずれのコースも7割を国民健康保険より助成いたします。た

だし消費税については、受診者の負担とさせていただきます。

募集人員

受診期間

検査機関

検査費用

補助割合

ヽ
ヽ

(6)

(11)

国保と老ス医療ぼ助け合い

この社会 あなたの税雄 きている

‘

▼

『
ト

，
１
ノ

●
Ｌ
ワ

．

民
年
金
だ
よ

国民健康保険だより



教
職
員
異
動

洒
魃
愧
揚
揚
鰊
魃
濶
靱
輻
儡鰊輻
鰊
鰊
餞
餡
鰊
輻

高
覇
轟
財
麒
邁
よ
り

▼
警
察
官
Ａ

（大
卒
）

□
受
験
資
格
　
昭
和
４２
年
４
月
２

日
～
昭
和
５１
年
４
月
１
日
生

の
男

子
で
、
４
年
制
大
学
卒
業
又
は
見

込
み
の
者

□
受
付
期
間
　
５
月
７
日

（水
）

～
６
月
６
日

（金
）

□
試

験

日
　
７
月
‐３
日

（日
）

□
試

験

地
　
熊
本
市

▼
警
察
行
政

（大
卒
程
度
）

□
受
験
資
格
　
昭
和
４１
年
４
月
２

日
～
昭
和
５１
年
４
月
１
日
生
の
者

熊
本
県
警
察

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

□
受
付
期
間
　
５
月
７
日

（水
）

～
５
月
２６
日

（月
）

□
試

験

日
　
６
月
２９
日

（日
）

□
試

験

地

熊
本
市

・
東
京
都

試
験
案
内
、
受
験
申
込
書
の
請
求
な
ど
、
詳

し
い
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

〒
８６２

熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
十
八
番

一
号

熊
本
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（県
庁
３
階
）

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

３

・
１

１

１

１

（内
線
６
８
３
４
番
）

ま
た
は
熊
本
県
警
察
本
部
警
務
課

（県
庁
１１
階
）

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

３

・
１

１

１

１

内
線
２
１
３
１
番
ま
で
ど
う
ぞ
。

な
お
、
警
察
官
Ｂ

（大
卒
以

外
）
、
婦
人
警
察
官
及
び
警
察
事

務
職
員
採
用
試
験
の
受
付
は
８
月

２０
日
か
ら
行
い
ま
す
。

□
募
集
条
件

女
子
で
高
校
卒
業
程
度
の
能
力

を
有
す
る
も
の

□
募
集
人
員
　
一
名

□
募
集
締
め
切
り

平
成
９
年
５
月
２０
日

（火
）

詳
し

い
こ
と
は
、

高
森
警
察
署
内
安
全
協
会

ｍ
ｏ
９
６
７
６

・
２

・
ｏ
ｌ
ｌ
ｏ

ま
で
ど
う
ぞ
。

熊
本
県
警
察
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

熊
本
県
で
は
、
次
の
要
領
で
警
察
職
員
採
用
試
験
を
行

い
ま
す
。

夏

称

募

集
　
●
一

僕
は
、
熊
本
県
警
察
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ス
コ
ッ
ト
で
す
。

み
ん
な
か
ら
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る

「僕
に
ふ
さ
わ
し
い
名

前
」
を
付
け
て
ね
。

応
募
期
間

平
成
九
年
四
月

一
日

（火
）
か
ら

平
成
九
年
五
月
二
十

一
日

（土
）

も
応
募
で
き
ま
す
。

最
優
秀
賞

一
点
十
万
円

●  ●

●  ●

春は新旧交代の季節です。様々な職場で異動がありました。先生たちの退職・異動

があり23人の先生たちが本町を去つて行かれました。

子どもたちは先生たちとの心のふれあいから、生きていく上で大切なことを学び、

素晴らしい思い出を作つたことでしよう。いつかどこかで、またお会いできることを

期待しながら・・・それぞれの学校では涙の退任式が行われました。

かわつて、新しい先生たち 24人が本町に着任されました。雄大な阿蘇の自然を満
喫できる高森で、心優しい子どもたちと地域とのふれあいを大切にしたいと張り切つ

ておられます。高森の子どもたちをどうぞよろしくお願いします。

救急続計平成8年の火災
阿蘇広域消防署管内の平成 8年中の火災・救急件数をまとめました。これによると火災件数は、55件、救急件
数は 1.741件 となり火災は、前年より3件減、救急は前年の 1,727件から 14件増となりました。

阿蘇広域行政事務組合消防本部

南部分署 TEL.2-9034

藤 原 道 則

①事務職員
②南小国中学校
③阿蘇町
④パソコン

⑤ 5年ぶりに南小国より高森へ戻つて
きました藤原道則です。ここは、初任

の地であり思い出ぶかいところです。

雪の大観望越えでパワーアップした姿

を是非見てください。よろしくお願い

いたします。

藤 岡 輝 子

①教諭
②両併小学校
③大分県日田市
④おかし作り

⑤体は小さいのですが、体力には自信
があります。子育てで鍛えたフットー

クを生かし地域の方々のふれ合いを大

切にして頑張つていきたいと思つてお

ります。

奴留湯 直子

①非常勤講師
②

⑤初めまして、奴留湯 (ヌルユ)直子
ともうします。ういういしい千場先生

の研修の時、一年間 5年生と勉強する
ことになりました。高森の良い所をど

んどん発見していきたいと思つていま

す。

′―句③

④園

国町

芸・ピアノ

せん ば たか よ

千 場 貴 与

①教諭
②新任
③熊本市
④読書

⑤高森に来て、まず、人のあたたかさ

を感じました。子ども達も元気いつぱ
いで、とても楽しく過ごしています。
地域の方々とのつながりを大切にして、

この高森で頑張つていきたいと思いま

す。

岩 下 康 子

①教諭
②碧水小学校
③球磨郡
④旅、野鳥観察

⑤阿蘇町碧水小より転勤して参りまし

た。高森小の子ども達や、保護者の

方々、地域の方々、先生方の出会いを

大切に、子ども達と共にいろんな事を

学んでいきたいと思つています。
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新しい先生紹介

閻趾
①職名 ②前任校名
③出身市町村名

④趣味・特技など

⑤抱負・その他

掲載は順不同。上から

下に見て下さい

■
劇
日

「

Ｉ
Ｉ

消防なんでも南部分署

消防署だより

区 分

産山村

23
4 ，

』

ク
」 18

久木野村



原 口 淳 ―

①教諭
②日吉中学校
③菊鹿町
④天体観測

⑤阿蘇の大自然のまつただ中に赴任で

きたことをうれしく思つています。素

直で元気な子どもたちに負けないよう、

いろんなことに全力でチヤレンジしよ

うと思います。

徳 川 美 香

①教諭
②合志南小学校
③岱明町
④音楽鑑賞、
トラクターの運転

⑤私の実家は玉名ですので、小さい頃

阿蘇というと、年に一回来れるか来れ

ないかのあこがれの地でした。今、そ

の阿蘇に赴任が決まり、美しい自然の

中で学習できることをうれしく思つて

います。

佐 藤 正 子

①教諭
②白坪小学校
③宮崎県
④どこでも、いつ
でも、眠る

⑤すてきな出会いが、この高森ではた

くさんあるだろうとドキドキしていま

す。よろしくお願いします。

倉 田 誠

①教諭
②帯山中学校
③天草町
④温泉巡り

⑤雄大な阿蘇の自然の中で、車部の素

直な子どもたちといろんな事に挑戦し、

学んでいきたいと思つています。どう

ぞよろしくお願いします。

車部中学校
りゅう じ ろう

東 龍 次 郎

①教諭

②西原中学校 (西原村)

③鹿本町

④パソコン、バイク

⑤豊かな自然に囲まれたこの車部中学

校で、明るくて素直な生徒たちと一緒

に過ごせることを、大変うれしく思い

ます。生徒たちの元気に負けないよう

に、頑張りたいと思います。

高森中学校

古 田 満

①教諭
②白坪小学校
③
'四

水町
④旅をすること

高森東小学校 上色見小学校
ゆう  こ

田 中 裕 子

①教頭
②蘇陽小学校
③高森町
④

⑤ 「お帰りなさい」という温かな声と

懐かしい顔、なんだかほつとするもの

を感じた辞令交付式でした。子連れで

お世話になつています。

山紫水明、南郷谷の美しさを改めて味

わつているところです。

な  す てつ のり

那 須 暫 憲

①校長
②立野小学校
③高森町
④野草栽培

」餞
⑤一度餞別を頂きながら、3年ぶりに
又帰つてきました。辞令交付式の前夜、

教育委員会の N氏から「新任者代表で

挨拶をしてください。」と依頼の電話。

挨1‐歩苦手な私ですが、心が温かくなり

ました。

合
併
四
十
周
年

未
来
国
体
広
告
塔

設
置

本
年
は
本
町
合
併
四
十

周
年
で
す
。
平
成
十

一
年
に

行
わ
れ
る
く
ま
も
と
未
来
国

体
の
啓
発
と
合
わ
せ
て
大
き

な
広
告
塔
が
町
内
二
ヶ
所
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

高 宮 輝 久

①言青自市

②
③白水村
④音楽鑑賞

⑤僕は、3月 に鹿児島大学を卒業した

ばかりの新米です。臨時採用ですので、

ほんの 1年間しかいられませんが、今

後にいかせるように多くの事を学びた

いと思います。

●  ●

●  ●

林 由 美 子

①事務職臨採
②
③阿蘇町
④音楽鑑賞、
スケート

⑤雄大な自然に囲まれ、春夏秋冬四季

折々の食物や景色を満喫できるのでは

ないかつ !と今から “わくわく"して
います。子ども達や地域の方々とのふ

れ合いも、大変嬉しく思つています。

色見小学校

本 田 友 江

①教諭
②山西小学校
③菊池市
④読書

⑤高森町での出会いを大切にし、この

地域でたくさんのことを学びながら子

どもたちと共に成長していきたいと思

います。

下 村 令 二

①教諭
②八嘉小学校
(玉名市)
③熊本市

④読書、護身術

⑤私は、両親の勤務の関係で、小学校

2年生まで高森町で過ごしましたので
故郷に帰つたような気持ちでいつぱい

です。私を育んでくれた雄大な根子岳

の麓で子どもたちと喜怒哀楽を共に過

ごしたいと思います。

(8)

◇高森町役場横公園前 ◇高森温泉館駐車場前

『原野 』

昨年から撮影を開始した劇映画『原野の子ら』は、いよいよ上映されます。

郡内 12か町村―帯の取り組みとして、阿蘇の文化や自然、人々の温かさを
全国に発信します。皆様どうぞご鑑賞下さい。

上 映 計 画

熊本デンキ館6/21～ 7/4ま で上映

いさいさ上嗅

藤tttD

(9)

松 永 和 宏

①教諭
②山東小学校(植本町)
③熊本市
④音楽鑑賞

⑤母親の里が高森町で幼少の頃よく遊

びに来ていましたので、今回の異動に

何か不思議な「縁」を感じています。

雄大な阿蘇の自然と人々の暖かさに触

れ当地に勤務できる喜びを感じていま

す。

緒 方 信 義

①教頭
②天明中学校
③熊本市
④読書・園芸・

書道

⑤高森に来て、山々のなだらかなカー

ブの美しさ、その重なりの見事さに圧

倒されました。高森の自然を再発見し、

豊かな未来を創るのは高森の小中学生

だ、そのために力を尽くしたいと思い

ました。

⑤初めての異動を経験し、海の町から

山の町に、小学校から中学校にとかわ

り、戸惑いも大きいのですが期待も大

きく、毎日どきどきしながら過ごして

います。どうぞよろしくお願いします。

―
高 森 中 学 校 ―

―

⑤町内異動で東中から高森中へと赴任

してまいりました。高森在住 5年にな
ります。地域の方々の温かさを感じな

がらの生活。新たな気持ちで生徒と共

に楽しい学校生活をすごいしていきた

いと思います。

松 本 美 紀

①養護教諭
l②棚底小学校(倉岳町)
③宇土市
④小物集め

甲 斐 孝 美

①教諭
②高森東中学校
③蘇陽町
④読書

①教諭

②託麻南小学校

③山鹿市

④スポーツならな

んでも

⑤前任校の先生方と「卜ロッコ列車で

旅をしようか。」という話をしたこと

があります。その場所に、美しい自然

を感じながらの最高のドライブを、毎

日する事になりました。高森は、いい

ところですね。

ひろ み

星 子 洋 実

⑤異動で、熊本市内の江津湖のほとり

の画図小学校から高森東小学校にやつ

てまいりました。子どもと一緒に楽し

く遊んだり勉強したりしたいと思つて

います。よろしくお願いします。

一
高森東中学校

―

⑤臨採時代、阿蘇の子ども達の素晴

らしさに触れ、 「必ず帰つて来るぞ」

と誓つて6年、 念願かなつて気合い
が入りまくつています。専門は数学、

部活動は、女子テニスを担当します。

岩 永 聡

①教諭
②画図小学校
③城南町
④スキー

太 田 雅 博

①教諭
②南関中学校
③熊本市
④パソコン、読書
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重

fF..■対砕  高議町にテニス競技の開催地です

日  日寺 ナ易 所 開  上場 上   映
5月 16日 (金 ) 草部中学校体育館 午後6時30分

午後6時30分
午後7時～午後9時

5月 23日 (金 ) 高森東小学校体育館 午後7時～午後9時

5月 24日 (土 ) 高森中学校体育館 午後2時 30分 午後3時～午後5時

5月 24日 (土 ) 高森中学校体育館 午後6時 30分 午後7時～午後9時

教
職
員
異
動

教
職
員
異
動

一

一

⑤高森町をはじめてみた感想は、 「広

いな、きれいだな。」でした。学校に

来ると子どもたちが気持ちよく挨拶を

してくれて、緊張が一挙に解けました。

今からの生活が楽しみです。
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